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福島県会津清酒産地の生産構造

初　沢　敏　生

至　酒税法改正と清酒製造業の変化

　清灌製造業は、これまで、その製贔に握税薩品

として高率の酒税が課せられる反張、免許講と綴

捲定によって製品の種類炉鰻定され、大手企業に

よる系寿彗化（未納税収雛等1やシェア拡張のため

のさまざまな塾きなどを線けば、その生産構造は

きわめて安定していた。そのため、現代の瀬造業

の生産購造を嚢接的なテーマとして取移上げた醗

究は比較麟少ない．

　清酒製造業に絶して総合麟な考察を換えた醗究

としては、近藤ほか｝縫こよるものがあげられる。

近藤ほかは、串小企業透代髭健進という立場から

清濤製造業の実地調査を進め、設備の共瞬建や企

業合瞬の検討なども行っている脅しかし、地理学

の分野にお籍ては、このような総合的な醗究は少

ない。埼玉漿の事輝鱗究から清繕醸造企業の生産

構造の分析を進めた出本2｝の羅究、新潟察上越地

方の清瀬製造業の生産構造の分析を進めた工藤・

大嶽の醗究講、全麟レベルでの清酒製造業の地銭

構造を分暫している擾鑛41の麟究、灌造労繰力に

藩§し地域的労働斎場からの分析を旛えている松

鐙湯の覆：究、流通権造の変焦からの企業権造・企

業立地の再癒絞の分誘を進めている八久保韓の概

究、流達懸での嶺饗や諸矯麟が工場の立地移動に

与える麟約的翻癒について穣試した著本の講究簿

などカ§捲塞灘できる程度である。　このような講究の

少なさは、業雰が安定的で生産構造分新などの手

法を羅いての磯究対象として注意を引かなかった

ことなどによるところが大きいと考えられる。し

かし、簿89年と1鱒2隼の2褻にわたって行われた

灌税法の改正は清酒製造業の生産構造の葬常に大

きな影響を与えた。

　灌税法駿豆の潔イントは大きく2つに分謬るこ

とができる。その1つは綴麟嚢の廃立である書㌔

これまで酒税法によって定められていた清瀬の特

級・一級・二綴の琶分が廃止され、髪来とは異なっ

た影での製品の差琴彗乾が必要1こなった。2つ雛ま

｛蓮懸税の廃止と従量税率の改定である。これによっ

て鍵乗懸懸総だった焼醗や（簸／二級溝の課税率

が上昇する一方、輸入ウイスキーなど高懸格製品

の税率が大輔善こ抵下し、濤類馨の競争が激銘し

た翁。

　清酒製造業は、濤税法の改蛋という外藩条件の

変化によって新たな差響彗化の鑑進と湾類聡の饒争

を強いられ、現；窪、急速に構造変鋤を進めている。

そこで本醗究では、彰蕪税法改鑑妾こともなうを春漣1製

造業の構造変でとを具体的に後議三するため、福島察

の会津産地轡　（本醗究では会津蒼訟産地及び窟

多方産地を請す〉を事鱗として、鹸討を進める。

なお、調査は会津若松毒・喜多方寮内に本縫を持

つ事業霧を対象として鰺麗隼i2月に訪翼面接方式

で蕎い、2毒の糞勅懸答を得た。

蔓　福島県の全羅的な位置付雛とその特籔

　清瀬製造業1ま全国に分篤しているが、大産地で

ある灘・伏見を擁する兵庫藥と京1都綺が全露シェ

アの肇盤逢3％を占め、飽の産簸喜こ大きな差をつけて

いる。濤繧産地は、生産量が大きく、全覆的1こ大

きな叛驚を持つ幸心産地である灘・伏箆と、生産

量が少なく懸鋒も隈られているその簸の産地に大

きく区分できる。

　まず、全麟的な生産動爽を携擬するため、雛遊

唐県鷲の特撮を見ることにしたい奪表圭に主要溝

灌生産票の機要を示した。全蟹最大の生産量を誇
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嚢哩　主要清酒隻産繋の生産量（欝働

者鑓海渠名 製造贔錯落量
@　　　（紛

製造品墨薦額
@　（百万霧／

事業漸数 髄麟名海進品踊量　製造融鞭　　　　　1　　　（紛　　　　　億万鋤 事業藤敷
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資1料1工業統欝嚢ﾐ

σ）は兵庫i果で、製造贔鐵荷量、製造品乏銭荷額とﾐ

金轡の約3分のiを羨める。これに次ぐのは京ﾐ

晦であるが、生産量では兵庫寮の3分のi程度ﾐ

過ぎず、その差は大きい。ﾐ

興産・窟篠は江戸時代から清酒の生産地としてﾐ

要な役額を果たし、全蟹的な鞭売網を形絞してﾐ

る。これに対し、第3｛立の新潟察以下は蒙1穣輩とﾐ

べても生産量、生産額とも少なく、地域的な需ﾐ

に対“癒した生産購造を形成している。これら隷、ﾐ

わゆる「地瀬産地≦であ鞍、霧潟、福轟、積獲、ﾐ

轟などかその代表である。ﾐ

福轟県の満酒製造量は6＄，222キ冒リット勘で、ﾐ

羅、東灘、新潟に次いで全麟第塵僅、全蟹シェﾐ

3、8暢を右める（i§劔奪度工業纐†表／。しかし、ﾐ

造品鐵荷額1ま337憶3総○万鶴で全蟹第6綻に後ﾐ

し、全羅1こ霞める割合も3．哩％に低下する。こﾐ

は低癒格の製贔の生産量及び未納税取雅量が多ﾐ

ことを示している。このような低額絡製品中・むﾐ

生産は、企業規摸が小さいこととも翼達していﾐ

。最大の産地である兵癒察にi25の事業辮しかﾐ

いのに対し、福爲難には麗もの事業漸があ諺、ﾐ

事業所あたりの生産量隷小さい。大震摸な業者ﾐ

は一緩銘している機械柁された通年醸造設備をﾐ

っている業者は6娃（うち蘇生は会津産地／にﾐ

ぎず、生産設備も鱈式のものが多い。瞬式な設ﾐ

によって他覚の溝費者を幸心に、箆較的安慰なﾐ

品を生産して秘・ることが福島県、そしてその中ﾐ

を占める会津産地の蒋徴であると欝えよう。ﾐ

　会津産地における清酒製造業の特徴ﾐ

と酒税法改正への対応ﾐ

ここでは、まず、会津産地の清酒製造業者の難ﾐ

を控握することにしたい。講登企業の生産量・ﾐ

業員数等を表2に示した。会津産地の特徴としﾐ

まず捲摘できるのは、階屡幾格差が葬常に大きﾐ

ことである。生産量i万キ霞琴ットル逐い大メーﾐ

ーが複数存在する一方、選半数のメーカーは生ﾐ

量灘§キ翻タットル未満に遺ぎず、経営基盤・ﾐ

性はまったく異なっている。ﾐ

このうちA～至）姓の上懲遜縫は通年醸造の設備ﾐ

有してお毒、ほぼ生産の機械姥が完了している。ﾐ

・登講社で季簾労働者がいな雛のはこのためでﾐ

る。　しかし、琶室ま以下の企業絵範式の設備を；脅ﾐ

るだけであ鞭、生産能力的にも賂差1ま大きい。ﾐ

睡の講登は産地内のほぼ半数の企業を擁鐵してﾐ

ったものだが、生産量鎗暮暮キロリットル以上のﾐ

1業は表に示したものだけであるので、産地内のﾐ

部分の企業は懸式の生産設備で少ない盤産量をﾐ

持しているにすぎない。小規模メーカー裁立璽ﾐ

産地であるとも番える。蕪述のように、これが｛薮ﾐ

撫懸値蕎晶の箆率の増趣と密接に襲達している。ﾐ

次に、縫氏の特籔を見ることにしたいQ会津産ﾐ

では．江戸時代より藪会津の金離驚を中心としﾐ

「御蔵入桂氏」と呼ばれる姓氏集羅が存窪してﾐ

た。かつては大熱分の灌藏が、この地元の杜氏ﾐ

蒋零していたが、労騰力が不足して来たことなﾐ

のため次第に越後縫氏への転換が進み、戦後はﾐ

とんどの酒蔵で越後桂氏を薩稽することになっﾐ

。　しかし、譲葬婁i軽重斎戒長以葬葎、新蓄募銀の工業羅馨ﾐ
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嚢2　会津産地にお鯵る溝濟業者の概要

金美名
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軟馨の企業から転職した琵雑嚢

機敏嚢箕こよ弩凝：氏を廃垂二

縫内で青威

鉄醜よ弩地元㊧謎！氏を綾霧

ずっと越後縫氏を嚢矯

欝32隼よむ購藻投銭を穫矯

経費轟彗識のため越顎麦から転換

嗜好の変費二によ弩越著菱から華張換

ずっと越後杜氏を稜醗

越後の労鱒力の減少1こよ弗転換

南蕊雛氏の撰退奪こ聾継転換

ずっと南隷鮭氏を綾講

翼、A．

至§年1濠ど麟越後から転換

鋲瀧から越後桂巽を鍵繕

ずっと欝密葬縫氏を｛蔓驚

ずっと海藻姓氏を｛吏礪

ずっと欝藻縫氏を緩緩

N．A、

越後縫氏の撰退に惇い転換

　　）王：

発が進むにつれて、越後桂氏も十分に確楳できな

くな鯵、さらに毒薬鮭氏へと転換した。多くの金

業では、i§6癬代頃から毒部縫氏への転換が行わ

れている。また、難き取鞍講査では、南藻縫氏が

｛乍る謹蟹ま越後姓氏のものよ辱も舞泰が2美濃であるた

め、溝費者の嗜好の変化にあわせて転換したとい

う企業も認められた。現窪では調査企業のうち半

数違い企業が講藻縫氏を｛受講している。しかし、

透隼は霧認杜氏も高齢化が進み、十分な労働力を

確｛果することオずできなくなってきている。そのた

め、再び地元の杜氏紅注欝し、その育絞を駿る轟

きが表れている。会津若総酒造総合でも

欝93年から桂巽の育成を始めている。

　一方、逓奪醸造の設備をもつ大規摸メーカーで

は、縫氏の粒置付諺が大きく変化している。C・

瞬戯ま髭較納本規模ながら現在でも桂氏を使欝し

て瀬造琴を進めて駆るが、A・β桂で隷蕃ながら

の意練での姓氏は存在しな秘㌔A縫では一慈杜氏

的な立場の；社員はいるが、これは鮭氏の書室衛をもっ

た率土員ということであ弩、飽の企業の｛宣置｛穿けと

＊馨4〉ついたものは喜多方産地の企業である。以下、講銑

は大きく異なる。また、至3娃も縫氏の技！衛をもっ

た縫員はいるが、姓内的には杜氏の羅綾露体を廃

艦している。このような繧癖は機械髭の進んだ企

業で共通して見られるものであ弩、設備の改変と

も合わせ、今後の勤梅が注薩される。

　次1こ、酒税法改蕉後の動海を検討することにし

た》・。蕪違のように、灌税法の改猛にともなう等

級麟の廃比は、新たな製轟差驚化の動きをもたら

すことになった。この中で、最も特徴的なものは、

贔質σ）海上と高品質濯蚕の髭率増大である。こ農ま

では生産コストを引き下げるため酒に醸造繕アル

コールや糖類・アミノ酸などを添撫した三倍醸造

灘が製品の中心を議していた矯。しかし、濤費

者の嗜好の高度化や製品差雛紀の要求によ辱、吟

醸酒・純米酒等の高贔賢酒やアルコール添撫度の

低い本醸造酒への移行が進んでいる。しかし、こ

のような差輩1鐸乞の進展は、消費者の需要を反瞳1し

たものと善うよ董）も、簸売戦略と蜜饗にかかわ辱

あったものである。従来の特級・一綴・二級とい

う区分は、必ずしも昧と縫係なかったにもかかわ
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表3　種類鍵製品比津と漕税法改叢への交ぜ応

1 種類磯製贔琵峯
企業名　　1　　　　　吟醸純牽

本醸造 普通灘
湾税法改蕉への嬉慈

A　　　　　　i暮％
@　　i8＊　　　　　臆

2暮％

ﾓ
65％

ﾓ
贔質海上、勧癒魑重視

訣月ｿ滋の髭事増大

C　　　　　　7 3§ 63 贔質糞、と、小ビン発

露　　　　　　欝 5 85 三徳醸造の寵蓬、贔質糞土

ε＊　　　　欝 欝 8毒 高品質滋の箆華増大
y　　　l　　欝　　　｝

f　i　3費　　　…｝｛　　　　　鎗

！2

R§

ｴ

韓
鱒
2
春

轟轟質灘の箆率増大

ui質濤の艶事塘大

@こなし

至孝　1　5§ 30 2§ 品質織上、米の良質建

｝　　i　　　　　37 63 品質霧上

K寧 簿 3春 轍こなし

L＊　　　　　圭s ε 7§ 讐になし

簸　　　… 翼．A． 特になし
饗　　i　O　　　…（）　　…　　蔦　　　…欝　　i　3§

p　　l

欝
欝
3
む
舞
．
A
、

騰
7
s
鱒

高晶質滋の琵率増大

よﾛ質漂の箆率増大

ﾄの良質鷺

ﾁになし

衰　　i　3倉 欝 鋳 轟晶質灘4〉箆率増大
s　　l　　　lT　　　1

翼．A．

メDA．

特になし

ﾛ質癖土

らず、消費者・小売癒にとって葬常に便鵜な薦畠

選蝦の基準となっていた。清灑メーカーはこのよ

うな溝費行動を継続させると騨痔に小売単篠を上

昇させるため、跨醸・純米酒を滋菊綴灌撫当、本

醸造灌を霞一級瀬穣当として溝費者暮小売窯に浸

透を遜ったのである。

　表3に各調査企業の種類葵講製品比率と彰蓉税法改

駕への蝿癒を示した。各企業とも品質の鶴上を撥

面に打ち思し、吟醸・純米漕、本醸造酒などの比

率を増大させている｝聯。特に本醸造酒は酒税法

改亘繭1こはほとんど生産されておらず、その生産

量は急激に増大している。企業遜に見ると、G・

縫．レK・pの各室擦ま普選酒の塞合を半分以下

に揮さえ、譲1品質灘の比率を増大させている．し

かし、　このような動きは生産量2（肇（｝～S（緯キ欝リッ

トル程度の地較的小麗模で、しかも東京斎場を志

麟するような企業においては顕i著なものになって

いるものの、それよ辱大規摸あるいは小媛摸な企

業では蟹然として普選酒（醸造講アルコールの濠i

撫痩が高く、軽二綴酒に穏当する製品タの比率が

高い。特に上種5桂は高品質酒の生産にもカを入

れているものの、依然として普遍灌を主力製品と

している。これは、各企業とも懸樋格製品を志織

する築病毒1場を中心的な露場としているためであ

る。このような毒“場特性を背景としているため、

生産量の多い企業および生産量か少なく毒場が獲

られている企業慧ど、普選護の比率を高めな謬れ

ばならない。特に製品叛売の中心を威している羅

漢屋などの業務絹需要は、一藻を除けば穫益率が

｛蔽いこともあって、コストダウンが最重要課題と

なってお吟、多くの場合普通酒数外は簸売できな

い。また、吟醸・純米酒は挙筋が高塾ためC縫の

ようにビンを小ビン位し、家庭内需要の拡大を灘

らざるを得ないが、このような簸驚の灘藷は企業

にとって営業嚢での負撞を増大させる上に、バブ

ル経済の鰻壊以降はこれらの売れ行きも落ちてお

辱、主力製品とはな警手辱ない壕衰態である。依然と

して懸1懸格志向の製贔が叢要な種鍛を右めている

のである。ただし、吟醸・純米灌、本醸造灌は霞

特籔・一級酒に比較して娩較して贔質は葬常によ



徳沢敏隻：篠島察会津湊滋産難の生産構造 5

く、また、多くのメーカーでは籍類添撫の廃窪や

アルコール添驚率の低下など普通酒の品質海上に

も力を入れている。灌税法改鑑は、難せずして清

酒の品質を天綴に霞1上させることになったと霊え

よう。

　また、清濟の贔質改善のため、灌造好適米の使

鱗も塔大している肇表号・5に調査企業が主に錠

霧している米の種類とその生産地、入手方法を示

した。贔質のよい清瀬を製造するためには、晶質

のよい縁｛料米を入手しなければならない。品種的

には戯遜錦・美露鑛・雄瞬・八反錦・五頁万石・

トヨニシキなどが瀬造好適米とされている。この

うち患慈錦・美蜜錨・雄欝・八反鑛は主に懸癒方

灘璽でしか生産されないため穫難璽から乏量入れている

が、飽の米は地元の比率が高い．溝灌メー寿一の

多くは致癒米（麹零途米1を薦羅しているが、致

癖米は必ずしも品質等が一定せず、優裏漉を侮る

には適さないので、多くのメーカーでは普選灘紅

ついては政霧氷を綾羅するものの、商品餐灌の生

産には、露主流通米としてこれらの酒造好適米を

入手し、綾絹している。

　原料米は主に灘造緩合を経窃して禦経済達から

購入しているが、酒造好適米の一藻は鐸商も覇繕

されている、また、地元の農家と契約栽培を行い、

酒造好適米を確保している事膏彗も見られ．る。酒造

好適米は飽の品種に比較して食鎌が悪く、収穫量

が少ないため、一般に農家1ま灘造好適米を偉診た

がらない。そのため、渚灌メーカーはあらかビめ

箆較的高い懸格で農家と契約して灌造好適米を確

｛果しなければト、十分な量を確｛呆できない諜犬薯驚であ

る。舞えば、C社は工場；が窒1地する磐梯欝の農協

と契影壁し、1蓉造好走嚢米を嚢窪保している難　また、D

率土は自室圭で鍵∫i｝至我の蒙を露量〕薄し、盲嚢造好適米の

有機無農薬栽培を行う一方、熱塩趨納・出離・西

会津・金灘・本雛・会津高遜・海東の各霧材の

主簿戸の農家と懸琴彗に契約を結び、瀬造好適米の

有機栽培を進めている。至）娃は牽を蕪露に鐵した

清酒のブランド製品も製造しておセ｝、米を軸とし

た差琴彗化を進めている。しかし、米を軸とした製

贔の差瀦箆は資金力を必要とするため、比較麟上

位の企業に多く見られるものの絶対量は少なく、

D社以外1ま米による差鼕鼕化は経営戦略」）中心には

位置づ轄られていない。また、このような栄の確

｛呆が、　これまで食！管法喜こよって大きく簿薬嚢されて

いたこともこの額面を強めたといえよう。しかし、

食管法の改至藍にともない、米の流妻養善書事案圭1嚢縷

化されたため、今後、このような動きはさらに拡

大していくものと考えられる。

　鍛：後に、製轟の主要懲蕎地綾及びその辮拓方法

について検討することにしたい。

　主要鐵薄地綾1ま難内と関東が大藩分を占めるが、

鷺穀1以ケ盤ま藥内の占める警窪合が大きい　（表§）。

篠農1察の場合、洋1費者は陳やブランドよ琴も懸季餐

を追求する傾講が強く、（羅〉二級灌・普通灌の

需要が大きい。中でも錘｝漉屋罵の業務欝酒の髭重

が大きく、このような低懸緒製品を志鵬する察病

中’£・の露場毒糞造は、生産撰進1こも大きな最多響を与

えているむ

　また、簸売癖の羅擁方法紅も靉靆がある。独窪

の方法で小売購等を聡籟しているのはA・9・C・

篁）・」・Mの各鷲だけで、縫の企業は販売を鐸に

任せっき瞬こしている．製品の差鷲姥を馨るので

あ養ば、簸鶏もそれに対癒して再編して行かなけ

ればならない。1馨に依存した葦｝観光客を；緩手に直

売するだ1ナでは製品の特性を十分に生かすことは

できない。しかし、大量生産・大量簸売を目的に

しているA～欝縫以外慧」・M社しか独糞の活動

を看っておらず、繭品の差驪龍戦略が十分に生か

されていない犠慧である。

　鉄上より、会津産地で1ま高品質灘の拡大による

差騨髭を進めっっも、普通酒を志向する竃場の需

要1こよ舞、製贔の高品質｛とは茎疑定された動きに虚

まっていると評簸せざるを得ない。今後は鐵荷先

によって製品の種類・ブランドを変えるなど、毒

場を重1曝麟にとらえた経営戦略を立て、簸売戦略

と結び付疑た生産欝造へ転換することが求めるら

れる。

欝　結譲

　鉄上、福爵繋の会津産地を事携として、灘税法
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表違　主な米の入手方法

　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

＊
　
　
＊
＊

A
B
C
β
登
ぎ
G
蕪
玉
J
K
L
M
翼
0
費
Q
盆
S
τ

経済連が中心。滋造蜂鐘米は無業煮から入手。

経済運が中心。置薦万石の一藻は農鵜と契約し蒼撥無農薬激を生産。

農家への委託生産が中心。

農家への委託生産が中心。

経済連から購入“

経済連が串心。一難契約栽培を鴛う。

餐．A．

経済遵が幸心。一部契約で有機隷培を背う。

8毒寝｝を有機｛薮・無農薬の契約栽培でまかなう。

経済連から購入

経済連から購入

経済連から購入

経済連から購入

経済連から購入

経済連が中心“一認鋒嚢よ辱入手．

経済達が帯心σ一編契約栽培を考テう。（京の華〉

翼．A．

経済連から購入

経済達から購入

経済蓬が串イ為好適米は蒲率まから購1入。一音餐契約栽培。

嚢§　主に穫i駕している米の種類とその生産地

　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
　

＊
　
　
＊
＊

汽
登
C
塗
盆
罫
G
蕪
亙
J
K
L
蟻
翼
0
野
Q
費
S
T

チヨニシキ．五苦万石、ト華エシキ／棄載地1苔中老・1

瞬灘鑛｛奨庫、大跨醸購〉、萱葺万石（会津）、箆吹雪〔会津／

霞懇錦、キ讐エシキ、　ト雪上シキ（地元帯心〉

晦鐙錦、翼善万石（兵癒、騨蜜、広島〉、チョニシキ（会津1

薫習万石、チ葺ニシキ、タ搬ネミノ噸　〔会津串’£・1

霞欝錦、雄驚、ノ乱反錦（兵庫、広島）、チヨニシキ！会津）

凄鐙錦（兵癒）、ノ乱授1鐘（広島／、チiヨニシキ、　トヨニシキ（会津）

蒙の華、五暮万石、トヨニシキ、チ婁ニシキ、擁星（会津串’齢

五置茎万看、八反錦、美濃錦（地元鄭£・〉

霞懸鑛（兵庫）、互嚢万蕎．華吹雪／会津｝

ト葺ニシキ（岩手、宮城〉

ト葺ニシキ、チヨニシキ、華の舞、五苦万石、露量！会津｝

露灘鑛、鮭鱒、八反鑛（広島、宮窪套、萱葺万難、チヨニシキ（会津）

美熱鑛、昏…輩ニシキ．虚襲鋸、鱗星（餐．A．1

八反鐘ξ法高）、融蟹錦（兵蔑〉、8本購（産難不競〉

窟の華、ヒトメボレ、チ…｝ニシキ、キ遷ニシキ、講星（会津｝

虚蟹錦、ノ乱翼鏡、　トヨニシキ、キヨニシキ、アキヒカ》　（翼、A、／

ノ縫更錦（広島1、美睡鐘（赦欝）、五百万鷹、チ欝ニシキ（会津1

五再考石（新潟）

蜜蟹錦、八濠1錨、昏…垂ニシキ、チ葺ニシキ（翼．A、）

涯1揺彊タ寺は米の贔種名、難彊肉縁その座雛を題す。
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表6　主要鐡荷地域及び灘荷先の器擁…方法

企業名 主要鐵客地簸 小売癖等の覇搦方法

A 禁内簿％、羅東2霧 営業興が桑海、騨東のすべて4〉癖を躍る

B＊ 首擁臨携、察蓉3i％ 東京支藤のセー荒’スマン　（8名〉　が醗擁i

c 賛．A． 会津、福島を牢篭・に営業嚢が灘擁

壼 饗．A． 会津、福島を中心に飲食窩を醗琵

琶＊ 票醜幌、麗勲幌 舞に蒸せている

F 緊内7旛、麗藤縄 会津を幸心に瞬麗と一縦に灘擁

G 難鶴眺、鰻粟窪鰯 籔に経せている

菖 痘売35穐、漿内菊％ 鑓こ蒸せている

亜＊ 禁内§眺、縫鵜賜 舞に葎せている

∫ 緊内総％、題遊秦3鵬 嚢晶管遅能力のあるノ1、売店を独窪峯こ麗振

K＊ 騨東8臨、熱横跳 拡張の考えはない

し＊ 毒霧辺§8鶉 鐸に経せている

M 県内33覧 寮内、麹台．首都豫の農を独窪に聡擁

翼 嚢売蓬縣、菜京6鰯 舞に錘せている

。 禁内欝％、縫策鱒曳 独麹に籠擁

夢 票内§暮％、関棄3§％ 特に拡張1まして篭癒い

Q 瀧内雛％、察内紛灘 地元のイせき合いを傘・毒とした取弓きのみ

翼 察鰯饒、橋本3春％ 取撰究の紹介1こよる

S 県麟鋤、載海燕鰯 鐸に経せている

T 翼．A． 鐸に経せている

改駕後グ）清酒業の動海を験試してきた。これによっ

て得られた結譲1ま嶽ぞのとお雑である。

①　福島察とその中心を威す会津産地の清悪製造

　業者は小擬模なものが多く、醤撫極値生産性が

　低騨。生産設備も霞式なものが多く、地元毒場

　を中心として箆較的安麺な製品の生産1こ編って

　いる。

②　会津産地の清酒業者は隣繕翼諸差が葬常に大

　きく、一部の大メーガーと多数の小・零纒メー

　カーとに分かれている。

③　鮭氏1まかっては越後縫氏が多かったが、謄鈴

　年代から講藤枝氏への転換が進み、現在は講藻

　桂氏の箆率が高い。しかし、南藻杜氏の高齢化

　等によ陰地元栓氏の育成が進められつつある。

　また、大撹模メーカーでは機械農工の進展により、

　縫氏をおかない工場も現れてきている。

④滋税法の改箆1こともない、各企業は跨醸、純

　米濯1や本醸造酒の疑二率を高め、品質の窮上。を進

　めている．このような勇きは隼霧生産量2む奪～

　瞬○キ窪ヌットル程度の箆較釣小規獲で東京毒

　場を憲幽するような企業において鑛i著で、それ

　よ吟大震模あるいは小蔑摸な企業では依然とし

　て普通酒を主力製品としている。これは各企業

　とも｛藝；権藝格製贔を志1韓する寮内斎場、殊垂こ業務

　罵需要を中心講場としているためである。

⑤　清瀬の贔質改善の一環として酒造好適米の縫

　緯も増大している。特に．と綻企業では漕造好適

　米の生産を農家に委託し、有機・無農薬栽培な

　ども行っている。しかし、一編の企業を除けば、

　米1こよる製品差鶏化1ま経営戦略の率・むに1ま｛立直

　韓’けられていない。

⑥・　製品の廷玉露量地ま或は寮内と馨導束毒童大農韓分を占め

　るが、一部の金業を除けば寮内の占める割合が

　高い。そのため、篠鶏察の籔懸格製贔を志鶴す

　る毒場構造が、生産構造にも大きな影響を与え

　ている。また、叛売唐の麗甚1にあたっても一蔀

　の金業鍛外は鐸に琵せたままの状態であ舞、製

　贔の差騨化戦略が十分に生かされていなψ。

⑦　瀬税法の改査にともな恥、会津産地の清瀬醸

　造企業は轟轟賢酒の拡大を中心とする差鍵イとを
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握進した。これは各企業の霞主性を絋大し、企

業政略の鋤重を重くする役餐も果たしている。

しかし、現産のところ、普通獲を襲蓑テする毒場

の需要等によ弩、製品の高品質化、差騨｛とは銀

建され．た動きに窪まっている。

　本藩究な、欝毅年度霞本筋礫学会春季学徳大会にお

いて、その機要を発表した。

　　　　　　　　　　　　　（i§鱒年欝欝2譲受遷〉
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　　ると、会津著松露器、喜多方青鸞、会津蕩霧

　　霧3、会津坂下簿窪、旛落代簿2、西会津購

　　圭、磐梯欝至、高郷馨i．懇島欝3、下螺羅

　　i、南難村里で、会津若松毒および喜多方市

　　に集中している。

簸／米を発酵させて酒を作る場合、嚢米iトンか

　　ら3§9㍑のアルコールしか脅…ることはできな

　　い。三賠醸造の場合は、それに3鍵～72§㍑の

　　醸造罵アルコールを添撫する。醸翻アルコー

　　ルはi㍑あた身｝27～器馨であるので、極めて

　　安静コストで灘を造ることができる。

！2／薦藤隆（欝欝／　：ぎ酒類・清涼飲料業雰遺

　　教育；琶　は溝iの種類を以下のようにまとめて

いる。

跨醸酒

純米灌

水醸造漕

　精米歩合齢％以下の白米を嘆駕し、

米麹と水、またはこ農らと醸造アル

コールを原料として跨線して製造し

た濤灘で、彰吟醸香」というフん一

テイフルな独特の香彗がある。精米

歩合S（）％以下‘の白米を使爾したもの

を大跨醸鼕鼕と呼ぶこともできる。

　精米歩合漬箆鷺践下の白米と乗越

及び水だけを療料としたもので、醸

造絹アルコールや籍類；が…切硬購さ

れないもの。

　精米歩合簿％以下の糞米、米麹、

醸造欝アルコール及び水を原料とし

たもので、一般にアルコール添撫が

25％鉄筆のものを指す。
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